
佐藤  健司
社外役員候補者プロフィール

社外監査役・社外取締役の候補として、ご検討・ご紹介いただくための公開用の資料です。就任の可否と条件は、
会社ごとに個別のご相談で確認します。

基本情報

氏名 佐藤 健司（さとう けんじ）

資格 公認会計士（登録番号 40449）／税理士（近畿税理士会）。いずれも公開名簿で確認できます。

現在の役職 佐藤健司公認会計士事務所 代表（京都市）

対応地域 全国（オンライン）。関西圏は訪問も可能です。

職歴（確認済みの事項）

監査法人 PwC Japan有限責任監査法人にて約8年間、上場企業の監査に従事。現場責任者（主査）。

独立後 佐藤健司公認会計士事務所 代表。内部統制・J-SOX、経理・決算業務の改善、AI・ITの活用、

IPO準備支援、社外CFO、AUP業務。

税理士登録 2026年4月、近畿税理士会。

専門領域

内部統制（J-SOX）の整備・評価と、監査法人対応

決算・開示の体制づくり。IPO準備（上場審査から逆算した工程）

経理業務の改善と、Excel・Microsoft 365・生成AIの実務への組み込み

具体的な担当経験（監査法人時代）

会社の状況・課題 製造業・サービス業・IT企業の上場企業（売上10億〜300億円規模）。IPO準備企業と上場直後の
企業。売上1兆円規模の会社の監査にも従事。

立場と担当 現場責任者（主査）として、監査の計画と現場の指揮、監査チームのマネジメント。

扱った論点 内部統制（J-SOX）の評価、決算・開示の検討、監査法人としての指摘と会社側の対応。

現在につながる経験 監査法人側の判断の根拠を知ったうえで、会社側の体制を整える。会計監査人との対話を専門家と

して担える。

社外役員として

想定する役割 社外監査役（取締役の職務執行の監査、会計監査人との連携、内部統制の確認）。社外取締役
（取締役会での業務執行の決定への参加と監督）。

関わり方 重要な論点を見極める。事業と現場を理解する。根拠をもって問いかける。経営陣と建設的に
対話する。

就任前に確認する事項 会社法の要件。社外取締役は、その会社や子会社の業務執行取締役等でなく、就任前10年間も

そうでなかったことなど（会社法2条15号）。社外監査役は、就任前10年間に、その会社や子会社の
取締役・会計参与・執行役・使用人でなかったことなど（同2条16号）。

機関設計と人数。監査役会設置会社は監査役3人以上で、半数以上が社外監査役（同335条3項）。
監査等委員会設置会社は監査等委員である取締役3人以上で、過半数が社外取締役（同331条6項）。
公開会社かつ大会社の監査役会設置会社で有価証券報告書を提出する会社は、社外取締役を置く

義務があります（同327条の2）。

取引所が定める独立役員の基準。

既存の取引・顧問関係との利益相反。

期待される稼働（取締役会・監査役会の回数、事前説明など）と報酬。

責任限定契約（同427条）と役員等賠償責任保険（同430条の3）の有無。

資格や監査の経験があることと、個別の会社で要件や独立性を満たすことは別です。就任の
可否は、会社との関係や期待される役割を確認したうえで判断します。



連絡先

ご相談 https://www.kenji-sato.jp/#contact（フォーム。「社外役員の就任相談」を選べます）

メール kenji@kenji-sato.jp（お電話は受け付けていません）

ご返信 通常、3営業日以内。


